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『救いの森』 

小林由香/著（角川春樹事務所/刊） 

この本は、児童虐待やいじめで絶たれてしまう尊い命

を守るために、生命の危機を感じた子供が自らスイッチを

押せるライフバンドの着用が義務づけられた世界のお話

です。 

主人公はその通報を受けて駆けつける児童救命士。子

供たちに真摯に向き合う主人公の成長や、“本気で誰か

を救いたいなら自分自身も傷つく必要がある”という児童

救命士たちの思いが心に響きます。 

人々が普通に生きていける環境がどれだけ大切で幸

せなことか実感するお話でした。重いストーリーになっていますが、命のありがたみや人を

救うことの難しさなどたくさんのことが感じられ、得られる物語です。ぜひお手に取ってお楽

しみください。 

（3年生・S） 

『スープ屋しずくの謎解き朝ごはん』 

友井羊/著（宝島社/刊） 

この本のおすすめポイントは温かさに溢れているところです。 特にそ

う感じる点を 3つ挙げていきます。 

「謎解き」には殺人事件といった怖いイメージを持つ方も多いと思い

ます。しかし、このお話では日常の中で起きた謎をスープ屋しずくの店

主である麻野さんが解き明かしていきます。麻野さん独特のリズムでの

謎解きは読み手に寄り添ってくれます。  

また、 スープ屋しずくの営業は昼と夜がメインですが、ひっそりと早朝

二時間のみの営業を行なっています。 昼や夜とは違い、宣伝を行なっ

ておらず、ほとんどが常連客という状況なので多くの謎解きはこの時間

に行われます。早朝を感じさせる雰囲気を読み取るとより優しい気持ちになります。 

なにより、麻野さん特製のスープの描写が魅力的です。 お客さんの悩みを聞きながらリ

ズミカルにスープを作る音や出来たてのスープの様子が繊細に表現されていて、食欲がわ

いてきます。  

この本を手に取って、優しくてゆったりした気持ちになってみませんか？ 

（2年生・O） 
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